
①附属特別支援学校第8次研究の取り組み       「学習活動に意欲的に取り組むための指導を探る・指導実践の充実を図る」 

研究テーマ 
 

②附属四校園連携した研究への取り組み        「附属四校園の共通の教育目標のもと、育てたい子どもの姿へアプローチす

る」  

研究テーマ 
 

本校の使命                                                                                                
本校は国立大学法人法に基づいて大分大学教育福祉科学部に設置された学校であり 、 次の3つの使命を持つ 

１ 知的に障がいのある児童生徒を対象に教育を行い、個々の能
力を伸ばし、自立への意欲を育て、社会生活への適応を高める 

２ 大学教員や学生の教育研究に協力するとともに、
教育実習生の指導にあたる 

３ 特別支援教育について、理論的、実証的教育
研究を推進するとともに、地域の障がいのある幼
児児童生徒やその保護者及び幼稚園、小学校、
中学校、高等学校、特別支援学校への支援の充
実に努める 

学校教育目標 

個人の尊厳を重んじ、児童生徒一人ひとりの心身の発達に応じて、小学部、中学部並びに高等部の各課程を通じて、調和のある一貫した教育を行い、自己の
持つ能力や可能性を最大限に伸ばし、身辺生活の確立をはじめ、家庭生活、社会生活、職業生活への適応性を高め、自立的、主体的な生活ができる人間の育
成をめざす。 
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学校現状と課題(H27) 

 

１ 安全・危機管理意識の重要性を

日常的に意識し、一人一人の教員が

教育環境を設定し、柔軟に行動する

ことができる 

 

２ 地域へ貢献できる魅力ある研究へ

の取り組み 

３ 確かな指導を基本にした教材等の

開発についての情報発信 

４ 小・中学部・高等部の一貫した自

立・社会参加に向けての指導の一層

の充実（キャリア教育の視点から） 

５ 特別支援教育のセンター的機能の

充実（ＵＤ・合理的配慮の視点から） 

学校経営の基本方針  
 

１ 附属特別支援学校の3つの使
命を根底に持ち、児童生徒に確か
な「生きる力」をつけ、学校教育目
標の具現化を図る 

２ 「魅力・風通し」アップ 

•教職員一人一人が意識し、附属
学校の存在意義について具体化
を図る 

•附属の良さの情報発信 

３ 「バランス・連携力」アップ 

•授業力・指導力の向上 

•学校運営参画意識と業務分担の
平均化 

•教職員の心身の健康保持 

本年度の重点目標（H27） 

１ 学校安全計画を活用し、安全・危機

管理意識を高める毎日の取り組みの

徹底を行い、安全・危機・災害に強い

学校体制の充実を図る 

２ 児童生徒理解と一人一人の教育
的ニーズを基にしたどの子も活動参加
への意欲を高める授業づくりを行う 

３ 学校課題解決・目標達成のため
に職員一人一人がより広い視野で自
らの役割と責任を自覚し組織的に取
り組む 

４ 保護者・地域・関係機関・大学と共
働・協働する 

５ 特別支援教育の専門性向上のた
めに地域貢献する 

本年度の重点取組（H27） 

１ ①安全・危機管理意識の重要性を

日常的に意識する毎日の取り組みと

【学校安全指導計画】の定期的な実施

内容の評価及び次の取り組みの確認

をする 

②児童生徒の障がい特性を基にした

日常的な訓練の充実と非常災害時へ

の備えの再検討や具体的準備を行う 

２ 一人一人の指導目標・支援目標及
び合理的配慮の合意形成を図り、ケー
ス・モニタリング会議の成果を指導に活
かす 

４ 授業づくり・研究成果の情報発信と
ホームページ壽実の継続 

３ 特別支援教育の専門性向上・授業
力向上をめざし、学校課題・自己課題
をもって授業研究・実践を行う 

めざす教師像 

①教師としての情熱と使命感をもち人間性豊かな教師 

②「実践」：児童生徒の能力を最大限に伸ばすために、研究に基づく教育理論を背景に教育実践を行う 

③「和」：教職員相互が厳しさと温かさを持ち、連帯と協調をもとに積極的に教育活動に取り組む 

④「探求」：互いに学ぶ姿勢を持って教育研究に励み、自己を高めるとともに、学校全体の活性化を図り、特別支援教育の充実・発展
に努める 

大分大学教育福祉科学部中期目標 

◇附属学校園の組織・業務運営の改善を図り、大学・学部と附属学校園との教育研究上の連携を強化する 

中期計画 

◇大学・学部と附属学校園が連携し、園児児童生徒一人一人の教育的ニーズ（理数教育、国際理解教育、ICT能力育成、異校種間の接続教育及び特別支援教育など）を踏まえた教育課程及び指導

方法について先導的・実験的な調査研究を行うとともに、地域の教育課題に対応した調査研究を推進する 


